
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

   電話 078-731-7301 

 

演題「やっぱり大切、瀬戸内海の恵み」 

～近年、海をとりまく社会環境は大きく変化し、 

 そこに棲む海藻も魚介類も変わってきた。 

日本食をささえた海の恵みを考えると、目の 

前に広がる海の重要性が見えてくる～ 

講師：吉田 裕之 

（神戸市立須磨海浜水族園園長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

KSC同窓会 講演会のお知らせ  

〒654-0049 

神戸市須磨区若宮町 1丁目 3-5 

講演会場 1F：大水槽前 

ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ 

（ 受付：午後 1時～ ） 

 

 

 

 

 

【プロフィール】 

1960 年代に“川ガキ”として育つが、大洋にあこがれフランスの

海洋学者ジャック・イブ・クストーに魅せられて海洋生物学を志す。

鹿児島大学水産学部海洋生物学専攻を 1979年卒業し、海洋環境系

のコンサルタント会社日本海洋生物研究所に就職。日本各地の海に

潜って生物を調べる。2000年 ㈱ウエスコに移り、仕事場に川や湖

や森を加え、さまざまな自然環境の保全と創出に従事。2010 年に

同社が須磨海浜水族園の指定管理者になると同時に同園へ。水族園

での展示や社会教育を通じて、市民を海や川などの自然にいざなう

活動に力を注ぐ。2014年 4月に園長に就任。スキューバ潜水歴 33

年。水産水域環境と建設環境の技術士。岡山県出身 60歳。 

 



 日時：平成 29 年 2月 27日(月) 

☆受付：午後 1時～ (午前中からの入園可能) 

～ｱﾄﾗｸｼｮﾝ見学できます～   

☆講演及びバックヤード見学：午後 2 時～4時過ぎ迄 

＊講演       ＜午後 2時～2時 50分頃＞ 

＊バックヤードツアー＜午後 3時～4時 10分頃＞ 

                  （3班に分かれ 15分間隔で各班 40分） 

 会場：神戸市立須磨海浜水族園 

☆入園料：個人負担（65歳以上 650 円） 

＜年齢証明できる運転免許証・保険証等必要＞ 

 普段見学出来ない、「バックヤードツアー」 

見学費用 500 円（同窓会負担） 

＜飼育員の餌づくり、餌やり等、普段見学出来ない場所の見学＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞ 

 

 

 

 

 

 

【講演内容】 

私たち日本人の食卓に欠かせないさまざまな海の幸は、今や世界の海から集め

られている。一方、世界的に食生活のレベルは向上しつつあり、健康志向も増し

て魚介類の需要はどんどん高くなっている。今や、エビやマグロに、サケにサン

マにタコまでを輸入に頼っている日本食は、いつまで食べられるのだろうか。 

日本近海は有数の漁場で、魚介類の再生産が続くことによって維持されてきた。

しかし、それを支えた特有の環境は、地球規模の変化の影響を受けて変わりつつ

あり、魚介類の再生産の維持に黄信号が点灯した。 

この目の前に広がる瀬戸内海も例外ではないが、かつて豊かだった瀬戸内海に

戻そうとさまざまな努力がなされている。これからどのように再生していこうと

しているのかを解説し、瀬戸内海から多くの恵みを受ける大切さを説く。 

 

 

 

 

美校 

 

一雄
テキストボックス
会員の皆様にはH29年1月上旬頃、ハガキにてご案内をさしあげます。




